























































































て，11位， 18位， 19位の水酸化反応を触媒する酵素である O 本酵素に対して特異性の高いモノクロナー
ル抗体を作製することは，同定，定量，精製などに有効な手段になると思われるが，いまだ作製されて
いなかった。著者はウシ副腎皮質チトクロムP一4必501吋とチトクロムP一450sccに対するモノクロ一ナ
ル抗体を作製し，その性質を調べた。
その結果，ウシ以外の動物種と交差性を示す抗体が得られ，精製が困難な動物種のチトクロム P一
4必501吋の分析が可能となつたO
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またこのモノクローナル抗体を用いて，本酵素の活性に及ぼす影響や，組織内分布・局在性を確める
など，本酵素の生化学的，組織学的研究に道を拓いたといえる O したがって，本論文は充分学位に値す
るものと評価する。
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